
ユ
ド
ヨ
ノ
新
政
権
に
な
っ
て
、
イ
ン
フ
ラ
へ
の

期
待
は
一
気
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
通
貨
危
機

後
数
年
間
は
イ
ン
フ
ラ
建
設
が
停
止
さ
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
意
味
で
も
、

公
的
資
金
に
加
え
、
民
間
活
力
導
入
が
求
め
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
通
貨
危
機
後
の
経

緯
と
と
も
に
、
新
政
権
成
立
後
約
一
年
の
イ
ン
フ

ラ
実
施
状
況
を
振
り
返
る
こ
と
と
し
た
い
。

●
イ
ン
フ
ラ
開
発
│
凍
結
か
ら
再
開
へ

電
力
、
道
路
、
港
湾
な
ど
経
済
イ
ン
フ
ラ
開
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨

危
機
以
来
、
し
ば
ら
く
凍
結
さ
れ
て
い
た
。
と
い

う
の
も
、
第
一
に
通
貨
危
機
の
対
策
と
し
て
財
政

・
金
融
の
引
き
締
め
が
急
務
と
な
り
、
イ
ン
フ
ラ

関
連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
大
統
領
令
に
よ
り
、
延

期
・
再
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
第
二
に
、

Ｉ
Ｍ
Ｆ
支
援
下
で
、
マ
ク
ロ
経
済
が
安
定
す
る
ま

で
、
財
政
・
金
融
の
引
き
締
め
政
策
の
変
更
は
、

事
実
上
不
可
能
で
あ
っ
た
。
第
三
に
、
政
府
・
民

間
部
門
が
と
も
に
負
っ
て
い
た
多
額
の
国
内
お
よ

び
対
外
債
務
、
金
融
部
門
の
疲
弊
に
よ
り
、
公
共

支
出
と
民
活
導
入
に
よ
る
開
発
は
、
と
も
に
資
金

面
か
ら
そ
の
継
続
が
困
難
と
な
っ
た
。
第
四
に
、

Ｏ
Ｄ
Ａ
な
ど
諸
外
国
の
援
助
が
、
外
貨
と
財
政
支

援
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
援
助
に
シ
フ
ト
し

た
こ
と
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
援
助
の
対
象
外
と

な
っ
た
。
加
え
て
、
既
存
イ
ン
フ
ラ
も
劣
化
し
た
。

イ
ス
ラ
ム
断
食
月
レ
バ
ラ
ン
を
毎
年
迎
え
、
多
く

の
国
民
が
帰
省
す
る
度
に
路
面
の
悪
化
が
問
題
と

な
る
一
方
、
企
業
か
ら
は
電
力
や
物
流
な
ど
産
業

イ
ン
フ
ラ
へ
の
不
満
が
高
ま
っ
た
。

イ
ン
フ
ラ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
再
開
の
き
っ
か
け

と
し
て
、
延
期
・
再
検
討
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

再
開
を
規
定
し
た
大
統
領
令
が
二
○
○
二
年
に
出

さ
れ
た
。
ま
た
、
二
○
○
三
年
末
で
、
経
済
政
策

に
お
け
る
「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
卒
業
」
を
果
た
し
、
諸
外
国

の
援
助
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
援
助
か
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

援
助
に
再
び
回
帰
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
い

ず
れ
も
マ
ク
ロ
経
済
指
標
の
改
善
と
投
資
家
の
信

頼
回
復
を
反
映
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

二
○
○
四
年
一
○
月
に
ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
が
誕
生

す
る
に
至
り
、
投
資
環
境
の
改
善
と
と
も
に
イ
ン

フ
ラ
開
発
へ
の
期
待
は
一
気
に
高
ま
っ
た
。
就
任

し
て
間
も
な
い
二
○
○
五
年
一
月
一
七
日
か
ら
二

日
間
の
日
程
で
、
イ
ン
フ
ラ
・
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催

さ
れ
た
。
同
サ
ミ
ッ
ト
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府

は
、
民
活
導
入
を
想
定
し
た
総
額
二
二
五
億
ド
ル

に
も
及
ぶ
九
一
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
入
を

呼
び
か
け
た
。
そ
の
後
、
銀
行
界
で
も
国
営
銀
行

で
あ
る
マ
ン
デ
ィ
リ
銀
行
が
、
六
兆
七
○
○
○
億

ル
ピ
ア
を
二
○
○
五
年
中
に
イ
ン
フ
ラ
向
け
融
資

に
貸
し
出
す
意
向
を
示
し
た
ほ
か
、
中
央
銀
行
も

イ
ン
フ
ラ
向
け
融
資
貸
出
上
限
規
制
を
緩
和
し
、

商
業
銀
行
に
短
期
信
用
に
偏
っ
て
い
る
現
状
を
改

善
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。
ま
た
地
場
の
民
間
企

業
で
、
事
業
の
軸
足
を
イ
ン
フ
ラ
開
発
に
移
す
企

業
も
出
始
め
、
二
○
○
五
年
前
半
は
、
一
つ
の
イ

ン
フ
ラ
・
ブ
ー
ム
が
訪
れ
た
か
に
感
じ
ら
れ
た
。

●
動
き
始
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

主
要
な
案
件
を
み
て
い
く
と
、
道
路
関
係
で
は

二
○
○
二
年
二
月
に
ジ
ャ
カ
ル
タ
│
バ
ン
ド
ン
間

の
高
速
道
路
未
開
通
区
間
の
工
事
が
再
開
さ
れ
、

二
○
○
五
年
四
月
に
開
通
し
て
い
る
。
二
○
○
二

年
一
○
月
に
は
、
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
で
途
切
れ
途

切
れ
の
状
態
に
な
っ
て
い
た
ジ
ャ
カ
ル
タ
外
環
道

路
（
Ｊ
Ｏ
Ｒ
Ｒ
）
の
建
設
が
再
開
さ
れ
た
。
ま
た
、

Ｊ
Ｏ
Ｒ
Ｒ
の
一
部
区
間
の
土
地
収
用
が
困
難
な
こ

と
か
ら
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
郊
外
の
工
業
団
地
か
ら
港

湾
へ
の
物
流
改
善
を
目
的
と
し
た
タ
ン
ジ
ュ
ン
・

プ
リ
オ
ク
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
、
並
び
に
ジ
ャ

高
ま
る
イ
ン
フ
ラ
開
発
へ
の
期
待
と
そ
の
障
壁
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ワ
島
北
海
岸
の
幹
線
道
路
で
交
通
が
混
雑
す
る
交

差
点
を
立
体
交
差
化
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
二

○
○
五
年
に
円
借
款
の
対
象
事
業
と
な
っ
た
。
港

湾
関
係
で
は
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
タ
ン
ジ
ュ
ン
・
プ

リ
オ
ク
港
に
関
し
、
船
舶
の
航
路
拡
幅
、
泊
地
の

拡
張
、
港
湾
内
の
道
路
の
拡
幅
を
図
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
、
二
○
○
四
年
に
円
借
款
の
対
象
と
な
っ

た
ほ
か
、
同
港
と
の
代
替
機
能
が
期
待
さ
れ
る
バ

ン
テ
ン
州
の
ボ
ジ
ョ
ヌ
ガ
ラ
新
港
の
起
工
式
が
、

二
○
○
三
年
一
二
月
に
行
わ
れ
た
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
の
都
市
交
通
部
門
で
は
、
大
量
高

速
輸
送
（
Ｍ
Ｒ
Ｔ
）
の
一
環
と
し
て
、
主
要
道
路

の
中
央
一
車
線
を
バ
ス
専
用
路
線
と
し
、
新
型
の

バ
ス
を
専
用
路
線
に
走
ら
せ
る
ト
ラ
ン
ス
ジ
ャ
カ

ル
タ
・
バ
ス
ウ
ェ
イ
の
第
一
路
線
が
、
コ
タ
地
区

と
ブ
ロ
ッ
ク
Ｍ
ま
で
の
一
二
・
九
キ
ロ
の
区
間
で

開
業
し
て
い
る
。
バ
ス
ウ
ェ
イ
に
つ
い
て
は
、
自

家
用
車
所
有
者
の
利
用
に
よ
り
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の

交
通
渋
滞
の
緩
和
が
期
待
さ
れ
た
が
、
そ
の
目
標

は
十
分
に
達
成
さ
れ
て
い
な
い
と
の
厳
し
い
評
価

が
あ
る
も
の
の
、
利
用
客
は
増
え
て
い
る
。
今
後

は
、
民
間
参
入
に
よ
る
東
西
を
走
る
第
二
路
線
と

第
三
路
線
を
は
じ
め
、
一
五
路
線
が
新
た
に
計
画

さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
中
心
部
で
、

民
間
企
業
に
よ
る
モ
ノ
レ
ー
ル
が
二
路
線
計
画
さ

れ
て
お
り
、
二
○
○
四
年
六
月
一
四
日
に
起
工
式

が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
先
の
話
で
は
あ
ろ

う
が
、
ス
カ
ル
ノ
・
ハ
ッ
タ
空
港
と
ジ
ャ
カ
ル
タ

を
結
ぶ
鉄
道
や
、
バ
ス
ウ
ェ
イ
第
一
路
線
の
区
間

を
さ
ら
に
南
に
延
長
し
た
一
四
・
三
キ
ロ
の
区
間

で
地
下
鉄
を
建
設
す
る
計
画
も
あ
る
。

電
力
に
関
し
て
は
、
二
○
○
三
年
に
タ
ン
ジ
ュ

ン
・
ジ
ャ
テ
ィ
Ｂ
発
電
所
の
建
設
が
再
開
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
ジ
ャ
ワ
・
バ
リ
系
統
の
う
ち
、
既
存

の
ジ
ャ
ワ
島
北
側
送
電
線
に
加
え
、
南
側
送
電
線

の
工
事
が
再
開
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ス
マ
ト
ラ

島
と
ジ
ャ
ワ
島
を
ガ
ス･

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で
結
び
、

す
で
に
建
設
の
始
ま
っ
て
い
る
西
ジ
ャ
ワ
州
の
ム

ア
ラ
・
タ
ワ
ル
複
合
サ
イ
ク
ル
発
電
所
に
天
然
ガ

ス
を
送
る
と
と
も
に
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
首
都
特
別
州

に
あ
る
ム
ア
ラ
・
カ
ラ
ン
・
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
所

を
ガ
ス
化
し
、
さ
ら
に
天
然
ガ
ス
を
送
る
計
画
が
、

円
借
款
事
業
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

二
○
○
二
年
以
降
、
こ
の
よ
う
に
多
く
の
イ
ン

フ
ラ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
再
開
な
い
し
は
新
規
に

実
施
さ
れ
、
ま
た
新
た
な
計
画
も
次
々
に
提
示
さ

れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
う
ち
、
財
政
や
土
地
問
題
な
ど
の
理
由
か
ら
、

開
発
が
予
定
通
り
進
ん
で
い
な
い
も
の
も
少
な
く

な
い
。
実
際
イ
ン
フ
ラ
・
サ
ミ
ッ
ト
で
も
、
投
資

家
か
ら
事
業
を
支
障
な
く
進
め
て
い
く
こ
と
を
政

府
が
ど
こ
ま
で
保
証
で
き
る
の
か
疑
問
の
声
が
上

が
っ
た
。
二
○
○
五
年
九
月
末
ま
で
で
、
政
府
側

が
提
示
し
た
九
一
件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
う
ち
、

落
札
に
至
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
わ
ず
か
六
件
、

総
額
に
し
て
全
体
の
一
○
％
に
過
ぎ
ず
、
二
○
○

五
年
一
一
月
予
定
の
第
二
回
イ
ン
フ
ラ
・
サ
ミ
ッ

ト
も
二
○
○
六
年
二
月
に
延
期
さ
れ
た
。
以
下
で

は
、
具
体
的
事
例
に
基
づ
き
、
イ
ン
フ
ラ
開
発
推

進
の
た
め
の
課
題
を
み
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

●
民
活
リ
ス
ク
に
対
す
る
政
府
保
証

高
速
道
路
や
電
力
部
門
を
中
心
に
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
政
府
は
、
一
九
九
○
年
代
初
め
に
Ｂ
Ｏ
Ｔ
や
Ｂ

Ｏ
Ｏ
の
方
式
で
民
間
活
力
の
導
入
を
図
っ
て
き
て

い
る
。
一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
発
生
ま

で
、
為
替
レ
ー
ト
の
下
落
幅
が
一
定
に
調
整
さ
れ

て
い
た
以
上
、
為
替
変
動
リ
ス
ク
は
大
き
な
障
害

で
な
く
、
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ス
ハ
ル
ト
大
統

領
に
近
い
企
業
が
関
わ
る
こ
と
が
一
つ
の
「
保

証
」
と
考
え
ら
れ
、
同
時
に
土
地
な
ど
も
強
制
的

に
収
用
さ
れ
て
き
た
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
安
全
と
み
な
さ
れ
て
い
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
潜
む
リ
ス
ク
が
一
気
に
露
呈
し
た

の
が
、
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。
通
貨
危

機
発
生
前
、
国
営
電
力
会
社
（
Ｐ
Ｌ
Ｎ
）
は
、
二

七
の
民
間
の
独
立
発
電
事
業
者
（
Ｉ
Ｐ
Ｐ
）
と
買

電
契
約
を
結
ん
で
い
た
。
買
電
す
る
際
の
通
貨
が

ド
ル
建
て
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
通
貨
危
機

に
よ
る
ル
ピ
ア
下
落
で
、
Ｐ
Ｌ
Ｎ
の
損
失
が
一
気

に
拡
大
し
、
Ｉ
Ｐ
Ｐ
と
の
契
約
を
見
直
し
な
い
し

破
棄
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、

Ｉ
Ｐ
Ｐ
の
投
資
家
か
ら
は
、
投
資
家
の
権
利
を
損

ね
る
も
の
と
し
て
、
訴
訟
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
契
約
の
見
直
し
並
び
に
破
棄
は
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
信
用
を
低
下
さ
せ
、
潜
在
的
な
投
資

家
を
躊
躇
さ
せ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
り
、
こ
の
結

果
増
加
す
る
電
力
需
要
に
供
給
の
目
処
が
立
た
な

い
「
電
力
危
機
」
を
二
○
○
○
年
に
迎
え
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
政
府
は
、
二
○
○
○
年
か

ら
Ｉ
Ｐ
Ｐ
と
の
再
交
渉
を
進
め
、
買
電
価
格
の
見

直
し
な
ど
を
求
め
、
一
部
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
か
ら
は
買
電

価
格
引
き
下
げ
の
合
意
を
獲
得
、
完
成
度
の
低
い
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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
契
約
は
終
了
さ
せ
、
一
つ
の
Ｉ

Ｐ
Ｐ
を
除
い
て
交
渉
は
す
べ
て
妥
結
し
、
電
力
危

機
は
少
な
く
と
も
短
期
的
に
は
回
避
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
な
お
、
通
貨
危
機
前
の
Ｉ
Ｐ
Ｐ
と
の

契
約
に
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
Ｐ
Ｌ
Ｎ
が
一
定
価
格

で
一
定
量
の
電
力
購
入
を
長
期
間
義
務
付
け
ら
れ
、

Ｉ
Ｐ
Ｐ
か
ら
一
定
の
電
力
を
購
入
し
な
い
場
合
も
、

購
入
金
額
は
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
「
引
き

取
り
保
証
」
条
項
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
た
。

一
方
、
二
○
○
五
年
に
入
札
が
行
わ
れ
て
い
る

高
速
道
路
の
案
件
に
は
、
建
設
・
運
営
事
業
が
失

敗
し
た
場
合
に
、
資
産
は
政
府
に
譲
渡
さ
れ
、
負

債
は
投
資
家
が
処
理
す
る
こ
と
が
契
約
に
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
な
ど
、
投
資
家
の
リ
ス
ク
が
配
慮
さ

れ
て
い
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
見
受
け
ら
れ
る
。

ま
た
、
二
年
に
一
度
は
イ
ン
フ
レ
率
な
ど
に
基
づ

き
高
速
道
路
料
金
の
引
き
上
げ
が
認
め
ら
れ
る
道

路
に
関
す
る
法
律
二
○
○
四
年
第
三
八
号
が
施
行

さ
れ
た
も
の
の
、
前
回
実
施
さ
れ
た
引
き
上
げ
が

二
年
と
二
カ
月
を
経
た
後
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
投
資
家
が
慎
重
に
な
っ
た
点
も
否
め
な
い
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
を
走
る
バ
ス
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

悪
さ
は
目
に
余
る
も
の
が
あ
る
が
、
業
者
が
新
車

を
導
入
し
な
い
の
も
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
首
都
特
別
州

政
府
の
定
め
る
料
金
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
な
い

か
ら
と
の
意
見
も
あ
る
。
電
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

よ
う
に
、
投
資
家
に
過
剰
な
保
証
を
与
え
、
料
金

の
水
増
し
を
認
め
た
ケ
ー
ス
も
持
続
可
能
な
も
の

で
は
な
い
が
、
投
資
家
が
投
下
資
金
を
回
収
で
き

る
目
処
が
立
つ
よ
う
、
リ
ス
ク
を
あ
る
程
度
保
証

す
る
こ
と
で
、
安
い
料
金
で
効
率
的
な
運
用
を
図

る
こ
と
も
政
府
に
は
求
め
ら
れ
よ
う
。
政
府
と
投

資
家
と
の
間
で
よ
り
良
い
官
民
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
（
Ｐ
Ｐ
Ｐ
）
の
構
築
が
望
ま
れ
る
。

●
土
地
収
用
と
法
の
確
実
性
の
問
題

先
述
の
二
○
○
二
年
に
再
開
さ
れ
た
Ｊ
Ｏ
Ｒ
Ｒ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
再
開
さ
れ
て
間
も
な
く
土

地
収
用
の
問
題
に
直
面
し
た
。
建
設
予
定
地
の
土

地
所
有
者
が
法
外
な
補
償
費
を
求
め
た
た
め
、
途

切
れ
途
切
れ
の
部
分
は
わ
ず
か
な
所
有
者
の
た
め
、

開
通
し
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
ユ
ド
ヨ
ノ
大
統

領
は
、
二
○
○
五
年
五
月
三
日
付
け
で
公
共
建
設

工
事
実
施
の
た
め
の
土
地
収
用
に
関
す
る
大
統
領

令
二
○
○
五
年
第
三
六
号
を
出
し
、
道
路
や
上
水

道
、
病
院
な
ど
公
共
の
利
益
に
供
す
る
建
設
工
事

を
実
施
す
る
場
合
、
大
統
領
は
法
定
の
手
続
き
を

経
た
後
、
土
地
所
有
権
を
奪
取
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
規
定
し
た
。
こ
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
収
用

問
題
で
遅
れ
て
い
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
展
す
る

か
に
み
え
た
。
し
か
し
、
法
律
家
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど

が
「
土
地
問
題
の
権
威
主
義
の
復
活
で
あ
る
」、

「
有
力
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
悪
用
さ
れ
る
」
と
し
て

反
発
し
、
国
会
第
二
委
員
会
も
大
統
領
に
改
正
を

求
め
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
同
大
統
領
令
は
実

施
さ
れ
て
い
な
い
。
皮
肉
な
こ
と
に
二
○
○
五
年

八
月
一
八
日
に
ジ
ャ
ワ
・
バ
リ
地
域
で
起
き
た
広

域
停
電
も
、
先
述
の
ジ
ャ
ワ
島
南
側
送
電
線
が
予

定
通
り
二
○
○
四
年
四
月
に
稼
動
し
て
い
れ
ば
起

こ
り
得
な
か
っ
た
も
の
だ
が
、
同
送
電
線
も
土
地

収
用
問
題
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
二
○
○
二
年
に
新
電
力

法
が
国
会
を
通
過
し
、
発
電
と
高
・
中
電
圧
の
小

売
で
低
い
電
力
料
金
の
設
定
が
可
能
な
地
域
に
競

争
原
理
を
導
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

競
争
原
理
の
導
入
に
よ
り
、
遠
隔
地
で
は
電
力
料

金
が
高
く
な
り
、
地
域
住
民
の
負
担
が
大
き
く
な

る
と
の
訴
え
が
Ｐ
Ｌ
Ｎ
の
労
働
組
合
な
ど
か
ら
提

訴
さ
れ
、
憲
法
裁
判
所
は
二
○
○
四
年
末
に
同
法

が
「
多
く
の
人
々
の
生
活
を
充
た
す
商
品
は
い
ず

れ
も
国
家
が
管
轄
す
る
」
と
の
共
和
国
憲
法
第
三

三
条
に
抵
触
す
る
と
の
判
決
を
出
し
た
。
こ
の
判

決
を
受
け
、
国
会
は
新
た
な
電
力
法
を
制
定
す
る

こ
と
と
な
り
、
制
定
ま
で
の
間
は
一
九
八
五
年
制

定
の
旧
電
力
法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

●
今
後
の
展
望

ユ
ド
ヨ
ノ
政
権
下
で
の
、
イ
ン
フ
ラ
・
サ
ミ
ッ

ト
の
実
施
、
並
び
に
政
府
諸
機
関
の
調
整
を
目
的

と
し
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
迅
速
化
政
策
委
員
会
（
Ｋ

Ｋ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
）
の
再
組
織
化
は
、
一
応
の
前
進
と
言

え
よ
う
。
だ
が
、
公
共
支
出
や
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
る
イ

ン
フ
ラ
は
別
と
し
て
、
民
活
導
入
に
は
土
地
収
用

を
含
め
投
資
家
の
事
業
リ
ス
ク
低
下
へ
の
配
慮
が

不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
二
○
○
六
年
二
月
の
第
二
回

イ
ン
フ
ラ
・
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
、
政
府
は
イ
ン
フ

ラ
関
連
の
法
制
度
整
備
の
意
向
を
表
明
し
て
い
る
。

同
サ
ミ
ッ
ト
で
は
政
府
の
こ
れ
ま
で
の
学
習
効
果

と
し
て
、
さ
ら
な
る
法
制
度
の
充
実
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
ろ
う
。

（
い 

し
だ　

ま
さ
み
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
開

発
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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